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鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　

会
長

石
塚　

治
己

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
は
平
成
17

年
の
市
制
施
行
以
来
７
期
目
と

な
り
、
農
業
委
員
20
名
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
31
名
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
本
委
員

会
の
業
務
で
あ
り
ま
す
農
地
行

政
、
農
業
振
興
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
60
年
に
一
度

の
丙
午
で
す
。
60
年
前
は
丙
午

の
迷
信
に
よ
る
産
み
控
え
が
起

こ
り
、
出
生
率
が
25
％
も
減
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
少
子
高
齢

化
や
農
業
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
状
況
に
お
い
て
は
少
な
か

ら
ず
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
丙
午
の
年

は
「
力
強
く
変
化
に
富
ん
だ
年

に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
昨
年
は
令
和
の
米
騒

動
に
翻
弄
さ
れ
、
政
局
も
停
滞

し
、
新
た
な
農
業
政
策
も
示
さ

れ
ず
、
先
行
き
不
透
明
な
時
期

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本

県
選
出
で
農
政
通
の
鈴
木
憲
和

衆
議
院
議
員
が
農
林
水
産
大
臣

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
現
場

を
良
く
知
る
大
臣
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
生
産
者
、
消
費
者
米
価

の
在
り
ど
こ
ろ
を
は
じ
め
、
先

を
見
通
し
た
持
続
可
能
な
農
業

の
姿
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昭
和
26
年
に
農
業
委
員
会
法

が
制
定
さ
れ
、
全
国
に
農
業
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
今
年

で
75
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
業

務
は
発
足
当
時
か
ら
変
わ
ら

ず
、
農
地
の
適
正
な
利
用
確
保

と
農
業
経
営
の
安
定
化
と
発
展

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
農
地

移
動
の
ル
ー
ル
が
わ
か
り
づ
ら

い
、
手
続
き
が
煩
雑
だ
と
い
う

声
も
お
聞
き
し
ま
す
が
、
本
年

も
委
員
、
職
員
一
同
精
い
っ

ぱ
い
お
応
え
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
を

創
る
た
め
、
農
業
委
員
会
も
農

業
者
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
指
導

を
賜
り
な
が
ら
、
本
市
の
農
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
30
日
に
西
郷
（
馬
町
）
地
区
の
圃
場
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
（
農
業
経
営
者
育
成
学
校
）
研
修

生
（
１
年
生
９
名
、
２
年
生
８
名
）
を
対
象
と
し
た

「
農
作
業
機
械
講
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
農
業
機
械
に
関
す
る
知
識
や
操
作
技
能

の
向
上
を
目
的
に
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
と

な
り
、
㈱
南
東
北
ク
ボ
タ
様
、
農
業
委
員
・
推
進
委

員
４
名
が
講
師
と
な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
践
操
作

を
行
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
本
的
な
操
作
の

手
順
や
技
術
・
コ
ツ
、
安
全
面
で
の
注
意
事
項
を
確

認
し
な
が
ら
、
研
修
生
一
人
ひ
と
り
が
運
転
操
作
に

挑
み
ま
し
た
。
当
日
は
ト
ラ
ク
タ
ー
３
台
体
制
で
、

ト
ラ
ク
タ
ー
ご
と
の
操
作
方
法
、
グ
ラ
ン
ド
ロ
ー
タ

リ
ー
や
自
動
操
縦
と
い
っ
た
最
新
機
器
の
体
験
に
加

え
、
合
間
の
時
間
で
は
実
習
先
で
の
話
や
今
後
の
経

営
計
画
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
は
今
年
開
校
５
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
在
校
生
・
修
了
生
と
も
に
、就
農
の
形
態
は
様
々

（
新
規
、
親
元
、
雇
用
な
ど
）
で
す
が
、
地
域
の
担

い
手
と
な
っ
て
い
く
原
石
な
の
で
、
地
域
全
体
で
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
荻
原
優
太
農
業
委
員
）

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
研
修
生
の

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
研
修
生
の

　
　
　

農
作
業
機
械
講
習

　
　
　

農
作
業
機
械
講
習

表紙
の
紹介



第６回　鶴岡市農業委員会第６回　鶴岡市農業委員会
総会・全員協議会を開催しました総会・全員協議会を開催しました

10
月
24
日
出
羽
庄
内
国
際
村
に
お
い
て
、
第
６
回
農

業
委
員
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
つ
の
要
望
に
つ

い
て
議
題
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で
は
、
鶴
岡
市

農
林
水
産
部
農
政
課
の
吉
田
俊
一
主
幹
を
お
迎
え
し
、

「
米
を
取
り
巻
く
最
新
の
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

米
価
の
推
移
や
、
昨
今
の
米
価
高
騰
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
要
因
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
に
つ
い
て
詳
し

く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
状
の
米
価
は
、
持
続

可
能
な
価
格
水
準
と
は
言
い
難
く
、
今
後
の
政
策
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
野
村
恵
農
業
委
員
）

　

鶴
岡
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
声
を
行
政
施

策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
国
や
県
、
市
等
の
関
係

機
関
へ
現
場
の
声
を
伝
え
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

11
月
10
日
に
農
業
委
員
会
の
四
役
（
東
部
部
会
は
部

会
長
代
理
）
が
佐
藤
市
長
を
訪
問
し
、
総
会
で
決
議
さ

れ
た
６
つ
の
要
望
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
要

望
内
容
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
農
業
関
係
の
施
策
等

に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

佐藤聡市長へ建議・要望書を提出

■
新
た
な
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
創
設
を
求
め

る
要
望
書
【
国
・
県
・
市
へ
】

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
た
め
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
設

置
を
求
め
る
要
望
書
【
県
・
市
へ
】

■
鳥
獣
害
対
策
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
【
市
へ
】

■
猟
友
会
の
負
担
軽
減
及
び
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

の
支
援
を
求
め
る
要
望
書
【
市
へ
】

■
農
地
の
環
境
整
備
の
促
進
を
求
め
る
要
望
書【
市
へ
】

■
地
域
資
源
を
活
か
し
た
循
環
型
農
業
の
構
築
・
事
業

創
設
に
よ
り
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
求
め
る

要
望
書
【
市
へ
】

【【 
総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望

総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望 

】】
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市議会議員・管内 JA・農業委員等による
情報交換会を開催しました

　

７
月
23
日
、
に
こ
ふ
る
大
会
議
室
を
会
場

に
、
市
議
５
名
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
21
名
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
１
名
、

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
１
名
、
事
務
局
３
名
の
計

31
名
が
参
加
し
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

鈴
木
聡
農
業
振
興
専
門
委
員
長
の
進
行
の

も
と
、
参
加
者
が
６
班
に
分
か
れ
て
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
計
８
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

各
班
２
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、①
現
状
・

課
題
の
追
求　

②
解
決
策
の
提
案
、
と
い
う

流
れ
で
話
し
合
い
と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
班
の
テ
ー
マ
は
、「
今
後
期
待
で
き

る
園
芸
作
物
」、「
中
山
間
地
域
以
外
の
条
件

不
利
地
へ
の
支
援
」
の
２
つ
で
し
た
。
テ
ー

マ
に
関
す
る
経
験
値
が
浅
く
、
ま
た
、
現
状

す
ら
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、
班
の
メ
ン

バ
ー
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
新
た
な
見
解
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
出
身
地
域
、

特
色
、
経
営
内
容
、
作
業
内
容
等
、
個
々
に

状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
現
状
・
課
題
の
捉

え
方
、
解
決
策
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富

さ
に
つ
い
て
は
大
変
興
味
深
く
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
を
と
り
ま
く
課
題
は
日
々
変
化
し
て

い
る
な
か
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
重

ね
る
こ
と
で
見
識
を
さ
ら
に
深
め
、
情
報
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

（
原
田
政
幸
農
業
委
員
）

メンバーの意見に新しい発見も！メンバーの意見に新しい発見も！

色々な視点からの課題などが出ました色々な視点からの課題などが出ました

熱心な各班の発表の様子熱心な各班の発表の様子
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有害鳥獣による農作物被害額の推移

鳥獣被害を防ぐために鳥獣被害を防ぐために

深
刻
化
す
る
鳥
獣
被
害

鳥
獣
対
策　

３
つ
の
柱

　

令
和
７
年
度
は
各
地
で
ク
マ
の
出
没
が
相
次

ぎ
、
田
畑
や
農
作
物
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
ク
マ
以
外
に
も
、
イ
ノ
シ
シ
に
圃
場

を
荒
ら
さ
れ
た
、
サ
ル
か
ら
収
穫
前
の
農
作
物
を

食
べ
ら
れ
た
、
な
ど
、
鳥
獣
被
害
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
報
道
な
ど
で
目
に
す
る
機
会

が
多
い
の
は
ク
マ
で
す
が
、
鶴
岡
市
の
農
作
物
の

被
害
額
で
は
令
和
５
年
度
以
降
、
イ
ノ
シ
シ
が
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
産
子
数
が
多

い
た
め
、
今
後
も
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
る
前
に
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
多
く
の
野
生
動
物
の
餌
と
な
っ
て
い
る

ブ
ナ
の
状
況
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
年
に
起
こ
る

鳥
獣
被
害
を
予
測
で
き
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
農
山
漁
村

振
興
課
、
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
、
共
済
金
に

つ
い
て
は
農
業
共
済
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
形
県
Ｈ
Ｐ
「
山
形
県
ブ
ナ
・
ナ
ラ
豊
凶
調
査
」

毎
年
６
月
末
に
更
新
さ
れ
ま
す
。（

松
本
典
子
農
業
委
員
）

①
寄
せ
付
け
な
い
！
（
生
息
環
境
管
理
）

・

隠
れ
場
を
無
く
す
　

家
や
田
畑

の
周
り
の
茂
み
を
刈
り
払
い
、
見
通
し
を

良
く
す
る
。

・

餌
場
を
無
く
す
　

放
任
果
樹
を
伐

採
す
る
、
農
地
に
野
菜
く
ず
な
ど
を
捨
て

な
い
。

②
囲
っ
て
守
る
！
（
侵
入
防
止
対
策
）

対
象
動
物
に
合
わ
せ
た
柵
を
設
置
し
て
農
地

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
柵
の
種
類
と
効
果
の
見
込
め
る
動
物
》

・
電
気
柵
…
獣
類
全
般
に
有
効

・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
…
ク
マ
、
サ
ル
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
を
除
く
獣
類
に
有
効

・
ネ
ッ
ト
柵
…
鳥
類
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
有
効

・
ト
タ
ン
板
…
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
に
有
効

鳥
獣
に
は
早
め
の
対
策
を

①と②は農業
者自身が対策
できること！

❶生息環境
　　 管 理
放任果樹の伐採、
刈り払いによる餌場・
隠れ場の撲滅

❷侵入防止
　　　対策
柵の設置等による

被害防除

❸個体群
　 管理
鳥獣の捕獲
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父
の
思
い
を
受
け
、

　
　
　
　

農
業
の
道
へ

庄
内
平
野
の
南
端
、
大
泉
地
区
中

清
水
で
水
稲
と
枝
豆
を
栽
培
し
て
い

る
佐
藤
敏
（
と
し
）
さ
ん
。

　

５
年
前
に
父
で
あ
る
佐
藤
晃
さ
ん

（
現
農
業
委
員
）
か
ら
「
誰
か
佐
藤

家
の
農
業
を
継
い
で
く
れ
な
い
か
」

と
の
問
い
に
応
え
、
そ
れ
ま
で
勤
め

て
い
た
鉄
道
関
係
の
電
気
工
事
職
を

退
職
し
専
業
農
家
に
。

　

敏
さ
ん
は
三
人
兄
弟
の
三
男
で
36

歳
。
前
職
の
と
き
は
東
北
地
方
や
新

潟
の
現
場
を
渡
り
歩
き
昼
夜
問
わ
ず

働
い
て
い
た
と
か
。
現
在
は
水
稲

８
・
０
ha
を
ほ
ぼ
任
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

将
来
へ
の
備
え
と
し
て

　
　

掛
け
金
控
除
も
魅
力

農
業
者
年
金
加
入
の
き
っ
か
け
は

父
・
晃
さ
ん
か
ら
の
勧
め
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
将
来
へ
の
備
え
に
な
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
。
農
閑
期
は
前
職
の

鉄
道
関
係
に
お
手
伝
い
に
行
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
る
そ
う
で
す
。
確
定

申
告
時
に
は
、
農
業
者
年
金
掛
け
金

は
全
額
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

る
、
と
い
う
事
も
魅
力
の
一
つ
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　2025年はアツかった。夏の猛暑の流れから９月も暑さ
が続き、籾摺作業時の稲倉の気温も９月下旬で30℃を超
え、汗だくになりながら作業をしました。ある会合で先輩
と籾摺機の話になった時、「今年の籾殻はむけにくいとメー
カーが言っていた。」とのこと。例年になくむけにくいと
感じていました。稲も猛暑を乗り切るため、籾殻を厚くし
て自分を守り、必死に生き抜こうとしていたのだなあと
感銘を受けました。互いにがんばったなあ。

（小林博農業委員）

あとがき

加入して
います

鶴岡　中清水

（36歳）佐藤　敏さん

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

農
家
に
‼

　

休
日
に
は
高
校
時
代
か
ら
続
け
て

い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
友
人
と

楽
し
ん
だ
り
、
最
近
は
釣
り
も
始
め

た
と
の
こ
と
で
、
充
実
し
て
い
る
様

子
の
敏
さ
ん
。
取
材
中
の
質
問
に
は

淡
々
と
冷
静
に
か
つ
丁
寧
に
受
け
答

え
を
し
て
く
れ
る
姿
は
と
て
も
た
く

ま
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
父
・
晃
さ
ん
を
尊
重
し
な

が
ら
も
自
分
の
考
え
も
し
っ
か
り
持

ち
、
晃
さ
ん
も
ま
た
敏
さ
ん
を
尊
重

し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
今

後
の
展
望
は
こ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
考

え
て
い
く
と
の
事
で
す
が
、
地
域
で

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
田
澤
幸
弘
農
業
委
員
）

※詳細はお近くのJA各支所、
　または農業委員会・各分室まで

加入のご検討を‼
❶ 35歳未満は1万円から加入
可能　※一定の要件あり

❷ 認定・青申で国庫補助によ
る手厚い支援

❸ 保険料控除など税制面での
優遇措置

鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内）  ☎64-5868（直）FAX.64-5846
○鶴岡分室 35-1297　○羽黒分室 62-2527　○櫛引分室 57-2114　○朝日分室 53-2117　○温海分室 43-4616
http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html 発行/年３回（1・4・9月）

バックナンバーは
こちらから
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